

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図五 張 氏蔵北魏石床( 三牲強要))
図六 両母対話(④))
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二
本
石
床
正
面
左
板
の
中
央
（
図
二
）
か
ら
、
そ
の
右
へ
目
を
転
じ
よ
う
。
図
八
は
、
正
面
左
板
の
右
の
図
像
全
体
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
図
八
は
一
体
、
何
を
描
い
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
図
八
中
央
や
や
下
寄
り
に
、
左
の
欄
か
ら
右
へ
向
か
っ
て
伸
び
る
、
二
本
の
波
線
が
確
認
出
来
る
。
そ
の
二
本
の
波
線
は
、
二
つ
の
地
平
を
表
わ
す
も
の
ら
し
く
、
上
の
地
平
の
向
こ
う
と
下
の
地
平
の
こ
ち
ら
と
に
、
二
つ
の
世
界
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
二
本
の
地
平
の
中
間
辺
り
に
、
上
下
二
つ
の
場
面
の
境
界
が
置
か
れ
て
い
て
、
図
八
に
は
、
上
下
二
つ
の
場
面
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
図
八
の
上
下
に
は
、
二
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
（
上
の
人
物
は
や
や
右
寄
り
、
下
の
人
物
は
左
寄
り
）。
さ
ら
に
上
の
波
線
（
地
平
）
か
ら
生
え
た
銀
が
、
二
人
の
人
物
を
左
右
に
分
か
っ
て
い
る
。
図
九
は
、
図
八
左
下
の
場
面
の
人
物
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
人
物
は
、
上
半
身
が
裸
の
男
性
で
、
左
を
向
い
て
両
足
を
前
後
に
開
き
、
両
手
に
鋤
を
持
っ
て
二
本
の
波
線
（
地
平
）
の
間
の
土
地
を
耕
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
そ
し
て
、
図
九
と
全
く
同
じ
図
柄
を
有
す
る
、
董
黯
図
が
唯
一
点
現
存
す
る
。
そ
れ
が
⑺
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
三
面
）
の
右
側
板
、
上
の
左
に
描
か
れ
た
董
黯
図
で
、
陽
明
本
本
文
の
「
黯⑦⑧
在
田
中
、
忽
然
心
痛
、
馳⑨
奔
而
還
」
を
踏
ま
え
た
、
⑦
黯
図七 両母対話(④。(10)Ａ)
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の
遠
行
⑧
田
中
の
黯
（
⑨
黯
の
馳
奔
）
の
⑧
を
描
い
た
図
像
で
あ
る
。
図
十
は
、
そ
の
右
側
板
左
の
上
を
掲
げ
た
も
の
で
、
図
十
の
左
が
⑧
田
中
の
黯
、
右
が
⑨
黯
の
馳
奔
に
該
当
す
る
。
図
十
の
左
に
注
目
す
る
と
、
そ
れ
は
、
図
九
と
殆
ど
同
じ
構
図
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
図
九
は
、
董
黯
物
語
の
⑧
田
中
の
黯
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
図
十
左
の
董
黯
と
図
九
の
そ
れ
を
較
べ
る
と
、
僅
か
な
こ
と
な
が
ら
、
図
十
左
の
董
黯
は
、
右
を
振
り
返
っ
て
お
り
（
図
十
一
）、
そ
の
視
線
は
、
図
十
右
の
場
面
即
ち
、
⑨
黯
の
馳
奔
（「〔
黯
〕
馳
奔
而
還
」）
へ
と
向
か
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
図
九
の
董
黯
の
顔
は
、
左
を
向
い
て
お
り
、
そ
の
視
線
は
、
耕
す
地
面
へ
と
注
が
れ
て
い
て
、
一
心
に
耕
作
す
る
こ
と
に
余
念
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
、
ま
ず
図
十
左
の
董
黯
が
後
方
（
右
）
へ
振
り
返
っ
て
い
る
理
由
に
求
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
図
十
左
の
黯
が
後
ろ
を
振
り
返
る
の
は
、
本
文
⑧
「
黯
在
田
中
、
忽
然
心
痛
」
と
あ
る
、
線
部
に
言
う
如
く
、
耕
作
中
に
突
然
、
胸
が
痛
ん
だ
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
母
の
異
変
を
察
知
し
た
黯
は
、
家
へ
向
か
っ
て
駆
け
出
し
た
（
図
十
右
、
⑨
黯
図八 正面左板右
図九 田中の黯(⑧)
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の
馳
奔
）。
つ
ま
り
、
図
十
左
の
右
へ
と
向
け
ら
れ
た
、
黯
の
視
線
は
、
当
図
を
見
る
者
の
視
線
が
、
直
ち
に
図
十
右
の
場
面
（
⑨
黯
の
馳
奔
）
へ
と
進
む
べ
き
こ
と
を
、
暗
示
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
と
こ
ろ
が
、
図
九
の
董
黯
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
即
ち
、
図
九
の
そ
れ
は
、
正
し
く
⑧
の
本
文
「
黯
在
田
中
、
忽
然
心
痛
」
の
線
部
の
み
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
胸
の
痛
ん
だ
形
跡
が
な
い
。
つ
ま
り
図
十
左
は
、
⑧
「
黯
在
田
中
、
忽
然
心
痛
」
の
二
文
を
兼
ね
た
図
像
と
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
そ
の
前
文
⑧
「
黯
在
田
中
」
の
一
文
だ
け
を
描
い
た
図
像
と
な
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
図
八
の
右
へ
と
目
を
転
じ
よ
う
。
そ
こ
に
も
一
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
図十 田中の黯(左、⑧）、黯の馳奔(右、⑨。(７))
図十一 振り返る董黯(⑧部分、（７）)
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る
。
図
十
二
は
、
図
八
右
上
の
人
物
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
人
物
は
、
左
を
向
い
て
、
よ
く
見
る
と
、
左
手
に
鋤
を
突
い
て
い
る
（
呉
氏
教
示
）。
さ
ら
に
右
手
を
頰
に
当
て
、
右
足
首
を
左
膝
に
置
く
姿
は
、
弥
勒
菩
薩
像
に
多
く
見
ら
れ
る
、
所
謂
半
思
惟
の
形
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
同
様
の
姿
勢
を
取
っ
た
王
子
喬
図
が
、
洛
陽
出
土
北
魏
石
床
の
左
側
板
左
に
も
見
出
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
図
十
三
。
呉
氏
教
示
）。
さ
て
、
図
十
二
の
人
物
は
一
体
、
誰
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
人
物
は
、
鋤
を
突
く
こ
と
に
加
え
、
上
半
身
裸
で
あ
る
こ
と
や
、
ま
た
、
履
物
（
鞋
）
や
短
ズ
ボ
ン
（
褌
）
な
ど
が
、
図
九
の
董
黯
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
人
物
も
董
黯
で
あ
る
と
断
じ
て
良
い
。
す
る
と
、
図
九
と
図
十
（
図
十
一
）、
図
十
二
の
場
面
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
良
い
の
か
。
ま
ず
現
行
の
本
文
「
黯⑦⑧
在
田
中
、
忽
然
心
痛
、
馳⑨
奔
而
還
」
に
対
し
、「
黯
在
田
中
」
に
該
当
す
る
⑧
田
中
の
黯
に
対
応
す
る
の
は
、
振
り
返
っ
て
い
な
い
図
九
が
相
応
し
い
。
一
方
、
振
り
返
っ
て
い
る
図
十
一
（
図
十
左
）
は
、「
忽
然
心
痛
」
が
起
き
た
た
め
振
り
返
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
新
た
に
、
⑨
心
痛
む
黯
の
場
面
を
立
て
、
図
十
一
（
図
十
左
）
を
そ
れ
に
当
て
直
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
図
十
一
と
図
十
二
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、
図
十
二
は
、
耕
作
中
に
胸
が
痛
み
、
何
ら
か
の
異
変
を
察
知
し
た
黯
が
辺
り
図十二 思案する董黯
図十三 洛陽出土北魏石床(王子喬)
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を
振
り
返
っ
た
後
（
図
十
一
）、
耕
作
を
中
断
し
て
そ
の
原
因
を
思
案
す
る
黯
と
捉
え
ら
れ
る
か
ら
、
図
十
二
は
、
図
十
一
と
共
に
、
⑨
心
痛
む
黯
の
場
面
に
入
れ
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
。
図
九
、
図
十
一
、
図
十
二
が
続
き
の
場
面
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
な
お
図
十
一
、
図
十
二
を
異
な
っ
た
場
面
と
す
る
な
ら
ば
、「
忽
然
心
痛
」
の
本
文
に
対
し
、
（
⑧
田
中
の
黯
図
九
）
⑨
心
痛
む
黯
図
十
一
思
案
す
る
黯
図
十
二
と
新
た
な
二
場
面
を
想
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
旧
⑨
黯
の
馳
奔
（
図
十
右
）
が
、
そ
れ
ら
に
続
く
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
仮
に
後
者
に
よ
っ
て
、
以
上
を
纏
め
る
な
ら
ば
、
旧
⑦
黯
の
遠
行
は
、
⑻
１
右
で
変
わ
ら
ず
、
⑧
田
中
の
黯
は
、
新
た
に
図
九
（
１
右
、
左
下
）
が
入
り
、
⑨
心
痛
む
黯
に
、
図
十
一
（
⑺
左
、
上
左
）
が
移
っ
て
、
思
案
す
る
黯
に
は
、
図
十
二
（
１
右
、
右
上
）
が
入
る
こ
と
に
な
る
。
続
く
黯
の
馳
奔
は
、
図
十
右
（
⑺
左
、
上
右
）
で
、
変
わ
り
が
な
い
。
全
体
的
に
見
れ
ば
、
⑨
の
二
場
面
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
（
前
述
、
④
両
母
邂
逅
を
併
せ
る
な
ら
、
三
場
面
）。
そ
し
て
、
対
応
す
る
本
文
は
、
黯⑦⑧
在
田
中
、
忽⑨
然
心
痛
、
馳
奔
而
還
の
如
く
に
す
べ
き
で
あ
る
。
次
に
、
左
側
板
を
検
討
し
た
い
。
図
十
四
に
掲
げ
る
の
は
、
そ
の
右
の
図
像
で
あ
る
。
図
十
四
は
、
中
央
の
二
人
の
人
物
の
下
に
敷
か
れ
た
、
の
毛
皮
の
下
の
縁へり
の
辺
で
、
上
下
二
つ
の
場
面
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
二
つ
の
図
像
は
、
そ
の
右
に
隣
接
し
た
正
面
左
板
左
の
牛
の
図
を
隔
て
て
上
述
、
正
面
左
板
中
央
の
董
黯
図
に
続
く
図
像
殊
に
三
牲
強
要
に
関
連
す
る
場
面
と
見
た
い
。
本
石
床
の
董
黯
図
の
囲
屛
上
へ
の
配
置
の
仕
方
は
、
非
常
に
変
則
的
で
、
通
常
の
左
か
ら
右
（
石
床
左
半
。
右
半
な
ら
、
右
か
ら
左
）、
或
い
は
、
上
か
ら
下
な
ど
の
配
置
法
に
は
従
っ
て
い
な
い
。
本
石
床
の
場
合
、
そ
の
配
置
の
仕
方
を
董
黯
物
語
の
展
開
か
ら
眺
め
て
み
る
と
、
ま
ず
正
面
左
板
中
央
の
左
に
描
か
れ
た
、
④
両
母
対
話
（
図
六
）
を
起
点
と
し
、
そ
の
右
の
三
牲
強
要
（
図
三
図
四
）
を
終
点
と
す
る図十四 左側板右
187 呉氏蔵新出董黯石床Ｃについて
配
置
を
基
本
的
に
取
っ
て
い
て
、
例
え
ば
正
面
左
板
右
に
描
か
れ
た
二
図
、
⑧
田
中
の
黯
（
図
九
）
と
思
案
す
る
黯
（
図
十
二
）
な
ど
は
、
左
に
隣
接
す
る
正
面
左
板
中
央
の
二
つ
の
場
面
（
④
と
）
の
間
に
入
る
と
い
う
、
極
め
て
異
様
な
配
置
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
左
側
板
右
の
二
図
（
図
十
四
）
も
同
様
に
、
牛
を
隔
て
て
隣
接
す
る
、
正
面
左
板
中
央
の
二
つ
の
場
面
（
④
と
）
と
の
間
に
入
る
べ
き
、
特
に
左
の
三
牲
強
要
に
関
連
し
た
場
面
と
捉
え
た
い
の
で
あ
る
。
図
十
五
は
、
図
十
四
の
上
の
図
像
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
の
毛
皮
の
上
に
二
人
の
人
物
が
坐
し
て
い
て
（
共
に
左
向
き
）、
右
の
人
物
は
左
手
に
食
器
を
持
ち
、
右
手
で
左
の
人
物
の
右
の
耳
を
摑
む
が
如
く
、
食
事
を
強
要
し
て
い
る
。
左
下
に
、
食
器
を
捧
げ
る
侍
者
が
い
る
（
右
向
き
）。
二
人
の
人
物
の
表
情
が
特
徴
的
で
、
右
の
人
物
は
、
眉
を
上
げ
口
を
開
け
て
何
か
を
強
引
に
命
じ
て
い
る
如
く
、
そ
の
横
顔
は
、
怒
り
に
満
ち
て
い
る
。
対
す
る
左
の
人
物
も
口
を
開
け
、
拒
否
の
言
葉
を
吐
い
て
い
る
よ
う
で
、
眉
や
目
を
八
字
に
垂
ら
し
て
、
如
何
に
も
辛
そ
う
な
表
情
を
し
て
い
る
。
そ
の
場
面
の
二
人
の
人
物
は
、
右
が
王
奇
、
左
が
王
奇
の
母
で
、
食
事
を
碌
に
取
ら
ず
、
痩
せ
細
っ
て
い
る
母
に
、
王
奇
が
無
理
矢
理
、
食
う
こ
と
を
強
要
し
て
い
る
所
を
、
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
基
づ
い
た
本
文
は
、
⑧
田
中
の
黯
（「
黯
在
田
中
、
忽
然
心
痛
」）
の
前
に
あ
り
、
⑥
黯
母
暴
行
（「
奇
大
怒
、
即
往
黯
母
家
」
以
下
）
に
続
く
、
王
奇
が
母
を
怒
鳴
り
付
け
た
言
葉
、
帰
謂
母
曰
、
児
已
問
黯
母
。
其
云
、
日
々
食
三
斗
。
阿
母
自
不
能
食
、
導
児
不
孝
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
そ
の
奇
の
言
に
、
本
図
の
食
事
の
強
要
が
直
接
、
物
語
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
右
の
奇
の
言
は
、
董
黯
の
母
が
毎
日
、
三
斗
（
一
斗
は
、
一
・
九
八
ℓ
）
の
食
事
を
す
る
の
で
、
肥
え
て
い
る
の
だ
と
い
う
、
黯
母
の
言
を
楯
に
取
っ
て
、
己
れ
の
不 図十五 食事強要(奇母暴行)
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孝
を
棚
に
上
げ
、
奇
母
の
黯
母
へ
の
訴
え
を
、
奇
母
が
痩
せ
て
い
る
の
は
、
三
斗
の
食
事
を
取
ら
せ
な
い
た
め
だ
と
い
う
風
に
曲
解
し
、
そ
れ
は
間
違
い
で
あ
っ
て
、
奇
母
自
身
が
食
べ
よ
う
と
し
な
い
か
ら
だ
と
言
っ
て
、
怒
っ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
は
、
そ
の
後
の
出
来
事
を
記
さ
な
い
が
、
奇
に
よ
る
後
の
三
牲
強
要
の
行
為
を
思
い
起
こ
せ
ば
、
三
牲
強
要
の
前
提
と
し
て
、
奇
が
右
の
言
を
吐
い
た
だ
け
で
、
何
も
し
な
か
っ
た
と
は
一
寸
考
え
難
い
。
お
そ
ら
く
奇
は
母
に
対
し
、
三
牲
強
要
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
日
々
の
三
斗
の
食
事
を
強
要
し
た
筈
で
あ
る
。
そ
し
て
、
図
十
五
は
、
物
語
の
展
開
に
お
け
る
、
右
記
の
奇
の
言
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
を
読
み
取
っ
て
、
図
像
に
起
こ
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
図
十
五
は
、
董
黯
画
巻
の
画
家
に
よ
る
、
物
語
の
読
み
取
り
の
深
さ
と
創
造
性
を
偲
ば
せ
る
、
恰
好
の
一
図
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
図
十
六
は
、
左
側
板
右
の
下
（
図
十
四
）
即
ち
、
図
十
五
の
下
に
描
か
れ
た
図
像
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
図
は
、
画
面
の
左
に
、
棒
状
の
武
器
を
横
様
に
持
っ
た
人
物
（
右
向
き
）、
右
に
、
一
頭
の
を
描
く
。
そ
の
人
物
は
、
お
そ
ら
く
王
奇
で
、
奇
が
と
闘
っ
て
い
る
場
面
ら
し
い
（
上
の
場
面
図
十
五
で
は
、
そ
の
が
毛
皮
の
敷
物
に
な
っ
て
い
る
）。
本
図
も
図
十
五
と
同
様
の
意
匠
に
出
る
図
像
と
思
わ
れ
る
。
図
十
五
の
基
づ
い
た
奇
の
言
葉
の
中
に
、
奇
母
が
「
導
児
不
孝
」
と
言
う
部
分
が
あ
り
（
先
の
、
奇
母
の
奇
へ
の
説
教
の
中
で
、「
汝
不
孝
也
」
と
言
っ
た
こ
と
を
受
け
る
）、
本
図
は
、
そ
の
奇
の
不
孝
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
奇
は
そ
の
不
孝
を
、
奇
が
母
に
碌
に
食
べ
さ
せ
な
い
こ
と
と
曲
解
し
た
が
、
母
が
痩
せ
て
い
る
真
の
原
因
は
、
④
両
母
対
話
に
お
け
る
、
奇
母
の
言
に
、「
吾
子
不
孝
、
多
与
人
恐
。
懼
罹
其
罪
。
是
以
枯
悴
耳
」
と
あ
っ
た
如
く
（
敦
煌
本
事
森
に
、「
寄奇
）
為
人
不
孝
、
毎
於
外
行
悪
。
母
常
憂
懐
、
形
容
痩
」、
類
林
雑
説
に
、「
寄奇
）
為
人
不
孝
、
毎
為
非
法
悪
事
。
母
懐
憂
愁
、
身
体
痩
」
と
あ
る
）、
そ
の
不
孝
の
内
容
と
は
、
奇
が
と
に
か
く
乱
暴
者
で
、
社
会
的
規
範
に
従
わ
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
本
図
は
、
そ
の
こ
と
を
図
像
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
石
床
の
左
側
板
左
（
図
十
四
）
の
上
下
二
図
、
即
ち
、
図
十
五
と
図
十
六
は
、
こ
の
よ
う
に
従
来
の
董
黯
図
に
例
を
見
な
い
図
像
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
十
二
場
面
に
対
し
、
例
え
ば
⑥
黯
母
暴
行
に
後
続
す
る
、
王
奇
に
よ
る
母
へ
の
食
事
強
要
の
場
面
（
図
十
五
）
と
奇
の
不
孝
（
図
十
六
）
と
の
二
図
は
、
新
た
に
出
現
し
た
二
場
面
と
認
定
す
べ
く
、
そ
れ
ら
を
こ
こ
で
、
⑦
奇
母
暴
行
（
図
十
五
）
⑧
奇
の
不
孝
（
図
十
六
）
と
仮
称
し
た
く
思
う
。
対
応
す
る
本
文
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
⑥
黯
母
暴
行
に
お
け
る
奇
）帰⑦
謂
母
曰
、
児
已
問
黯
母
。
其
云
、
日
々
食
三
斗
。
阿
母
自
不
能
食
、
導⑧
児
不
孝
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と
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
二
図
は
ま
た
、
正
面
左
板
右
の
二
図
と
同
様
、
や
は
り
そ
の
中
央
の
二
図
（
④
両
母
対
話
と
三
牲
強
要
）
の
間
に
入
る
形
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
確
認
出
来
る
の
で
あ
る
。
以
上
に
述
べ
た
、
小
稿
の
仮
説
に
従
え
ば
、
正
面
左
板
中
央
で
一
場
面
（
④
両
母
邂
逅
）、
左
で
二
場
面
（
⑨
心
痛
む
黯
図
九
の
出
現
に
よ
り
、
図
十
一
を
新
た
に
認
定
と
思
案
す
る
黯
）、
左
側
板
右
で
二
場
面
（
⑦
奇
母
暴
行
と
⑧
奇
の
不
孝
以
上
の
番
号
は
、
旧
十
二
場
面
認
定
に
基
づ
く
）
の
計
五
場
面
が
、
本
石
床
の
董
黯
図
の
考
察
か
ら
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
五
場
面
を
旧
十
二
場
面
に
加
え
、
改
め
て
通
し
番
号
を
施
し
て
一
覧
と
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
加
え
た
五
場
面
に
は
＊
を
付
し
、
ま
た
、
下
に
対
応
本
文
を
示
す
）。
①
黯
の
家
（「
董
黯
家
貧
」
以
下
）
②
奇
の
家
（
同
右
）
③
黯
母
通
行
（「
忽
会
籬
辺
」）
＊
④
両
母
邂
逅
（
同
右
）
⑤
両
母
対
話
（「
因
語
曰
黯
母
」
以
下
）
⑥
黯
母
帰
る
（「
於
是
各
還
」）
⑦
黯
母
暴
行
（「
奇
大
怒
」
以
下
）
＊
⑧
奇
母
暴
行
（「
帰
謂
母
曰
」
以
下
）
＊
⑨
奇
の
不
孝
（「
導
児
不
孝
」）
図十六 奇の不孝
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黯
の
遠
行
（「
黯
在
田
中
」）
田
中
の
黯
（
同
右
）
＊
心
痛
む
黯
（「
忽
然
心
痛
」）
＊
思
案
す
る
黯
（
同
右
）
黯
の
馳
奔
（「
馳
奔
而
還
」）
黯
の
帰
宅
（「
又
見
母
顔
」
以
下
）
三
牲
強
要
（「
於
是
王
奇
」
以
下
）
黯
の
墓
参
（「
黯
母
八
十
」
以
下
）
①
｜
の
新
し
い
場
面
番
号
を
使
っ
て
、
本
石
床
の
董
黯
図
に
お
け
る
、
場
面
構
成
の
順
序
を
纏
め
直
し
て
図
示
す
る
と
、
図
十
七
の
よ
う
に
な
る
（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
が
順
序
、
括
弧
内
は
場
面
番
号
）。
図
十
七
を
見
る
と
、
本
石
床
の
董
黯
図
は
、
ま
ず
中
央
右
の
１
④
）を
起
点
と
し
て
、
左
隣
の
石
板
に
２
⑧
）、
３
⑨
）が
配
さ
れ
、
次
い
で
中
央
右
隣
の
石
板
に
４
）、
５
）を
配
し
て
、
最
後
に
再
度
、
中
央
の
左
の
６
）
へ
と
戻
る
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
央
の
起
点
１
と
終
点
６
か
ら
そ
れ
ら
を
眺
め
る
と
、
左
隣
の
２
、
３
と
右
隣
の
４
、
５
は
全
て
、
中
央
の
１
と
６
と
の
間
に
挟
ま
る
形
と
な
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
起
点
か
ら
言
わ
ば
反
時
計
回
り
に
終
点
へ
戻
る
、
そ
れ
ら
の
配
置
法
は
、
異
例
な
が
ら
極
め
て
整
然
と
し
て
お
り
、
よ
く
考
え
抜
か
れ
た
も
の
と
し
て
、
見
事
と
し
か
言
い
様
が
な
い
。
で
は
、
本
石
床
の
董
黯
図
は
何
故
、
左
側
板
中
央
の
左
と
右
と
に
、
２
｜
５
の
四
場
面
を
振
り
分
け
る
と
い
う
、
図十七 董黯図構成順序
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異
様
な
配
置
法
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
四
場
面
（
⑧
⑨
、
）
の
内
容
を
見
る
と
、
左
に
描
か
れ
た
２
、
３
が
、
⑧
奇
母
暴
行
⑨
奇
の
不
孝
右
に
描
か
れ
た
４
、
５
が
田
中
の
黯
思
案
す
る
黯
と
な
っ
て
い
て
、
左
に
王
奇
の
不
孝
、
右
に
董
黯
の
孝
行
が
、
き
ち
ん
と
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
る
と
、
図
十
七
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
配
置
法
を
採
用
し
た
工
人
の
意
図
は
、
ま
ず
正
面
右
板
の
中
央
に
起
点
と
終
点
を
置
い
て
、
そ
の
左
右
に
、
黯
の
孝
行
と
奇
の
不
孝
と
を
、
対
比
的
に
表
そ
う
と
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。
三
左
側
板
右
の
董
黯
図
の
左
に
は
、
題
記
の
書
き
止
し
と
思
し
い
文
字
部
分
を
伴
う
、
二
図
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
版
二
参
照
）。
そ
の
二
図
を
検
討
し
て
、
小
稿
を
締
め
括
ろ
う
。
図
十
八
は
、
左
側
板
中
央
の
図
像
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
本
図
の
右
欄
上
部
に
は
、
題
記
或
い
は
、
榜
題
の
書
き
止
し
ら
し
き
文
字
が
見
え
る
（
図
十
九
）。
こ
れ
は
一
体
、
何
を
書
こ
う
と
し
た
も
の
な
の
か
。
一
文
字
目
は
、
王
で
あ
ろ
う
が
、
左
肩
上
が
り
と
な
っ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
二
文
字
目
は
、
一
（
横
棒
）
の
み
で
、
こ
れ
も
左
肩
上
が
り
に
な
っ
て
い
て
、
し
か
も
右
か
ら
左
へ
太
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
下
は
、
何
文
字
分
か
の
空
白
が
あ
る
ら
し
い
。
そ
し
て
、
分
か
り
易
い
の
が
三
文
字
目
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
戦
と
い
う
字
の
辺
（
単
）
の
書
き
止
し
で
、
そ
の
裏
文
字
（
鏡
文
字
）
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
下
に
一
字
分
の
空
白
が
あ
っ
て
、
次
の
四
文
字
目
は
、
左
寄
り
に
記
さ
れ
た
立
ら
し
い
。
す
る
と
、
そ
の
三
文
字
目
と
四
文
字
目
は
、
裏
文
字
に
書
か
れ
た
、
図十八 左側板中央図十九 題記部分
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戦
戦
）競
競
）
の
残
画
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
、
二
文
字
目
は
、
左
側
板
左
に
王
子
喬
図
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
図
二
十
）、
二
文
字
目
は
、
子
の
残
画
（
一
画
目
或
い
は
、
三
画
目
）
で
、
王
子
喬
）
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
、
二
文
字
目
（
王
子
喬
）
は
本
来
、
図
二
十
の
題
記
ま
た
は
、
榜
題
と
し
て
、
図
二
十
の
右
欄
に
記
さ
れ
る
筈
の
も
の
が
、
誤
っ
て
、
し
か
も
裏
返
し
に
、
図
十
八
の
右
欄
へ
記
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
図
二
十
は
、
画
面
中
央
の
右
寄
り
に
、
左
膝
を
立
て
て
坐
し
、
両
手
に
笙
を
持
っ
て
吹
く
、
王
子
喬
（
左
向
き
）
が
描
か
れ
る
。
そ
の
下
と
上
に
、
鳳
凰
が
三
羽
添
え
ら
れ
る
。
画
面
の
下
方
の
山
川
は
、
王
子
喬
説
話
の
舞
台
と
な
っ
た
、
嵩
山
（
河
南
省
）
の
景
を
表
わ
す
の
で
あ
ろ
う
。
王
子
喬
図
と
言
え
ば
、
こ
れ
も
最
近
、
非
常
に
重
要
な
、
も
う
一
点
の
北
魏
石
床
（
王
子
喬
石
床
）
を
、
呉
氏
が
入
手
さ
れ
た
。
参
考
ま
で
に
、
図
二
十
一
と
し
て
そ
れ
を
掲
げ
て
お
く
（
左
側
板
右
半
右
か
ら
第
一
、
第
二
。
題
記
「
王
子
喬
吹
笙
」、「
浮
丘
公
来
聴
」）。
図
二
十
一
の
出
現
に
よ
っ
て
、
北
魏
に
お
け
る
王
子
喬
図
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
学
術
的
に
極
め
て
高
い
意
義
を
持
つ
が
、
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
今
ま
で
見
過
越
さ
れ
て
来
た
で
あ
ろ
う
、
北
朝
に
お
け
る
当
該
図
の
遺
品
の
博
捜
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
一
例
が
、
前
掲
図
十
三
の
王
子
喬
図
で
あ
る
。
さ
て
、
図
十
九
の
一
つ
目
の
題
記
（
榜
題
）
が
王
子
喬
で
、
そ
の
該
当
図
像
が
図
十
八
で
な
く
、
一
つ
左
隣
の
図
二
十
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
二
つ
目
の
題
記
「
戦
戦
）競
競
）」
に
該
当
す
る
図
像
は
、
図
十
八
と
な
る
筈
で
あ
る
。
図
十
八
は
、
左
上
の
銀
の
木
の
下
、
画
面
中
央
に
、
一
人
の
人
物
が
何
か
に
腰
掛
け
て
い
る
ら
し
い
（
右
向
き
）。
そ
の
人
物
は
、
裸
足
で
、
人
差
指
を
え
て
い
る
。
下
に
は
河
や
山
が
描
か
れ
る
。
指
を
え
る
特
徴
か
ら
、
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
有
名
な
竹
林
七
賢
図
の
籍
図
で
あ
ろ
う
。
図
二
十
二
に
示
す
の
は
、
南
京
西
善
橋
出
土
の
竹
林
七
賢
図
の
内
の
籍
図
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
図
十
八
の
人
物
は
、
籍
図
の
よ
う
に 図二十 左側板左(王子喬)
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思
え
る
が
、
よ
く
見
る
と
、
籍
の
え
る
の
が
、
親
指
で
あ
る
の
に
対
し
、
図
十
八
の
人
物
の
え
る
の
は
、
人
差
指
で
あ
る
点
が
異
な
る
し
、
そ
も
そ
も
籍
が
何
故
、
親
指
を
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
大
き
な
問
題
は
、
そ
れ
が
題
記
の
「
戦
戦
）競
競
）」
と
一
致
し
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
小
稿
に
お
い
て
は
、
図
十
八
を
戦
戦
兢
兢
図
と
見
て
お
き
た
い
。
と
こ
ろ
で
、
戦
戦
兢
兢
（
恐
れ
慎
む
様
）
と
は
、
詩
経
小
雅
、
小
図二十一 呉氏蔵王子喬石床(左側板右半)
図二十二 籍図(南京西善橋出土)
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旻
の
五
章
、「
不
敢
暴
虎
、
不
敢
河
、
人
知
其
一
、
莫
知
其
他
、
戦
戦
兢
兢
、
如
臨
深
淵
、
如
履
薄
氷
」
か
ら
出
た
成
語
で
、
中
国
南
北
朝
時
代
の
そ
の
図
像
が
現
存
す
る
こ
と
は
、
一
九
六
六
年
に
山
西
大
同
か
ら
出
土
し
た
、
北
魏
司
馬
金
竜
墓
出
土
木
板
漆
画
屛
風
の
第
一
、
二
塊
裏
４
層
に
、
そ
れ
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
図
像
を
図
二
十
三
に
掲
げ
よ
う
（
題
記
「
戦
戦
」、「
如
履
薄
氷
」）。
当
図
は
、
上
記
小
旻
に
基
づ
く
も
の
で
、
右
が
臨
深
図
、
左
が
薄
氷
図
と
な
っ
て
い
る
。
右
に
は
、
深
い
淵
に
臨
む
崖
の
上
に
、
冠
を
被
っ
た
一
人
の
男
性
が
拱
手
し
て
立
ち
（
左
向
き
）、
左
に
は
、
や
は
り
冠
を
被
っ
た
一
人
の
男
性
が
、
拱
手
し
て
池
の
氷
の
上
に
立
っ
て
い
る
（
左
向
き
）。
右
の
深
淵
に
は
渦
が
巻
い
て
い
て
、
左
の
男
性
の
足
許
の
氷
に
は
ひび
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
く
、
右
の
深
淵
が
左
の
池
に
続
い
て
一
連
な
り
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
当
図
に
統
一
感
を
齎
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
右
が
遠
景
、
左
が
近
景
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
違
和
感
が
な
く
、
非
常
に
完
成
度
の
高
い
、
見
事
な
逸
品
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
唐
、
張
彦
遠
の
歴
代
名
画
記
五
に
引
く
、
顧
愷
之
の
論
画
に
記
録
さ
れ
た
晋
、
戴
の
「
臨
深
履
薄
」
図
の
面
影
を
偲
ば
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
臨
深
履
薄
図
の
研
究
は
、
大
き
な
進
展
を
見
せ
た
。
呉
氏
の
所
蔵
に
掛
る
、
臨
深
石
床
（
私
は
か
つ
て
、
当
石
床
に
珍
し
い
崑
崙
図
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
石
床
を
崑
崙
石
床
と
呼
ん
で
い
た
が
今
、
そ
れ
を
改
め
て
臨
深
石
床
と
称
す
る
こ
と
と
し
た
図二十三 臨深履薄図(司馬金竜墓出土木板漆画屛風)
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図二十四 呉氏蔵臨深石床
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い
）
の
出
現
で
あ
る
。
臨
深
石
床
に
つ
い
て
は
最
近
、
雪
艶
氏
が
画
期
的
な
論
文
を
書
か
れ
、
原
石
の
写
真
に
よ
っ
て
、
そ
の
臨
深
履
薄
図
の
全
貌
を
紹
介
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
呉
氏
提
供
の
拓
本
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
図
二
十
四
に
掲
げ
た
の
は
、
臨
深
石
床
の
正
面
左
板
左
か
ら
第
一
、
第
二
、
第
三
図
（
上
）、
右
側
板
左
か
ら
、
第
一
、
第
二
図
（
下
）
の
五
図
で
あ
る
。
そ
の
五
図
の
内
容
は
、
上
の
左
か
ら
、
暴
虎
図
、
河
図
、
戦
戦
兢
兢
図
、
下
の
左
か
ら
臨
深
図
、
履
薄
図
と
な
っ
て
い
て
、
前
引
小
旻
の
第
一
、
二
句
、
第
五
｜
七
句
を
全
て
図
像
化
し
た
完
全
な
も
の
で
あ
る
点
、
図
二
十
三
や
戴
画
の
実
態
を
研
究
す
る
上
で
、
重
要
且
つ
、
不
可
欠
の
資
料
と
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
最
近
、
一
点
の
臨
深
石
床
を
目
し
た
。
華
厦
石
刻
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
の
右
側
板
三
図
で
あ
る
。
こ
の
機
会
に
そ
れ
も
紹
介
し
て
お
く
（
図
二
十
五
）。
図
二
十
五
は
、
右
か
ら
戦
戦
兢
兢
図
、
臨
深
図
、
履
薄
図
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
（
な
お
詳
し
く
は
、
氏
の
続
稿
に
俟
ち
た
い
）。
と
こ
ろ
で
、
図
十
八
（
図
十
九
）
の
題
記
（
榜
題
）
は
、
上
の
二
文
字
が
左
隣
り
の
図
（
図
二
十
）
の
「
王
子
喬
」
と
あ
る
べ
き
も
の
を
、
本
図
（
図
十
八
）
の
そ
れ
と
一
緒
に
、
本
図
の
右
欄
に
刻
し
て
し
ま
い
、
し
か
も
裏
文
字
に
刻
す
る
と
い
う
、
二
重
の
誤
り
を
犯
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
（
裏
文
字
に
な
っ
た
理
由
は
よ
く
分
か
ら
な
い
）、
題
記
を
記
す
際
に
よ
く
記
し
誤
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
は
、
面
白
い
例
が
あ
る
。
図
二
十
六
は
、
図
二
十
三
左
の
題
記
図二十五 臨深履薄図(華厦石刻博物館蔵）
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を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、
現
行
「
如
履
薄
氷
」
の
下
に
、「
戦
戦
兢
兢
」
が
透
け
て
見
え
、
続
く
空
白
部
の
下
に
、「
如
履
薄
氷
」
が
透
け
て
見
え
て
い
る
（
右
の
題
記
の
方
は
、
文
字
部
の
殆
ど
を
失
っ
て
仕
舞
っ
て
い
る
が
、「
戦
戦
」
等
の
残
画
を
留
め
て
い
る
）。
だ
か
ら
、
現
行
の
「
如
履
薄
氷
」
題
記
は
、
最
初
に
「
戦
戦
兢
兢
、
如
履
薄
氷
」
と
記
し
誤
っ
た
も
の
を
消
し
、
改
め
て
「
如
履
薄
氷
」
と
書
き
直
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
右
の
戦
戦
兢
兢
図
も
、
残
画
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
認
定
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
図
像
の
内
容
は
、
実
際
に
は
如
臨
深
淵
図
と
な
っ
て
お
り
（
氏
の
前
掲
論
文
に
指
摘
が
あ
る
）、
そ
の
題
記
も
記
し
誤
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
図
十
八
（
図
十
九
）
の
よ
う
な
、
題
記
（
榜
題
）
の
記
し
誤
り
は
、
折
に
触
れ
起
き
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
新
資
料
の
最
近
の
出
現
に
鑑
み
、
図
十
八
の
図
像
は
、
ま
ず
題
記
に
よ
っ
て
、
戦
戦
兢
兢
図
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
が
、
な
お
、
人
差
指
を
え
る
こ
と
な
ど
、
本
図
に
は
が
残
る
。
或
い
は
、
所
謂
、
指
を
え
る
仕
草
と
し
て
、
何
も
出
来
な
い
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
付
記
小
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
呉
強
華
氏
、
張
氏
、
張
宝
祥
氏
か
ら
蒙
っ
た
学
恩
は
、
筆
舌
に
尽
く
せ
ぬ
も
の
が
あ
る
。
ま
た
立
松
洋
行
氏
に
は
撮
影
の
労
を
取
っ
て
頂
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
小
稿
は
、
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
に
よ
る
北
朝
文
化
研
究
事
業
の
一
環
で
あ
る
。
注①
新
出
の
王
子
喬
石
床
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
呉
氏
蔵
王
子
喬
石
床
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
104
、
令
和
二
年
三
月
予
定
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
②
巻
頭
図
版
一
、
図
版
二
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
の
写
真
に
拠
る
。
③
図
二
、
図
三
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
の
写
真
に
拠
る
（
以
下
も
同
じ
）。
④
陽
明
本
孝
子
伝
の
本
文
は
、
幼
学
の
会
『
孝
子
伝
注
解
』（
汲
古
書
院
、
平
成
15
年
）
に
よ
る
。
⑤
拙
稿
「
董
黯
覚
書
（
上
）
｜
董
黯
画
巻
の
復
元
｜
」（『
女
子
大
国
文
』
164
、
平
成
31
年
１
月
）
⑥
以
下
の
十
二
場
面
と
十
遺
品
と
の
対
応
を
示
せ
ば
、
付
表
一
の
如
く
で
あ
る
。
⑦
拙
稿
「
董
黯
覚
書
（
下
）
｜
董
黯
画
巻
の
復
元
｜
」（『
女
子
大
国
文
』
165
、
令
和
元
年
９
月
）
⑧
こ
れ
ま
で
の
董
黯
図
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
注
⑤
前
掲
拙
稿
に
掲
げ
た
｜
の
拙
稿
（
注
⑦
前
掲
拙
稿
注
⑤
｜
参
照
）
及
び
、
注
⑤
、
注
⑦
前
掲
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
⑨
図
五
は
、
張
氏
提
供
の
写
真
に
拠
る
。
上
海
の
張
氏
は
、
世
界
的
に
名
高
い
現
代
芸
術
家
で
、
当
該
石
床
の
他
、
北
魏
孝
昌
三
（
五
二
七
）
図
二
十
六
題
記
の
記
し
誤
り
198
年
田
阿
赦
石
床
の
二
種
の
貴
重
な
遺
品
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
二
遺
品
に
つ
い
て
は
別
途
、
機
会
を
改
め
て
紹
介
し
た
い
。
図
七
は
、
呉
氏
蔵
拓
本
の
写
真
に
拠
る
。
図
十
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
（
以
下
も
同
じ
）。
図
十
三
は
、
王
子
雲
氏
『
中
国
古
代
石
刻
画
選
集
』（
中
国
古
典
芸
術
出
版
社
、
一
九
五
七
年
）
五
に
拠
る
。
注
①
前
掲
拙
稿
参
照
。
図
二
十
一
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
。
図
二
十
二
は
、
長
廣
敏
雄
氏
『
六
朝
時
代
美
術
の
研
究
』（
美
術
出
版
社
、
昭
和
44
年
）
一
章
44
頁F
ig
.3
に
拠
る
。
長
廣
氏
は
、
籍
が
親
指
を
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
口
元
に
拇
指
を
当
て
て
い
る
。『
晋
書
』
の
籍
伝
に
「
嗜
酒
能
嘯
」
と
あ
る
が
、
壁
画
は
「
う
そ
ぶ
く
」
さ
ま
で
あ
ろ
う
か
」（
48
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
図
二
十
三
は
、
中
国
美
術
全
集
絵
画
編
１
原
始
社
会
至
南
北
朝
絵
画
（
人
民
美
術
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
図
版
一
〇
〇
之
二
に
拠
る
。
雪
艶
氏
「
呉
氏
蔵
北
朝
崑
崙
石
床
の
鑑
戒
図
｜
「
臨
深
履
薄
」
の
図
像
を
中
心
に
｜
」（『
京
都
語
文
』
25
、
平
成
29
年
11
月
）
図
二
十
四
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
。
参
考
ま
で
に
、
臨
深
履
薄
図
を
含
め
た
臨
深
石
床
の
内
容
を
、
概
念
図
と
し
て
示
せ
ば
、
付
図
一
の
如
く
で
あ
る
。
な
お
当
石
床
に
は
、
郭
巨
、
丁
蘭
と
い
っ
た
孝
子
伝
図
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
呉
氏
蔵
東
魏
武
帝
元
年
門
生
石
床
に
つ
い
て
｜
門
生
石
床
の
孝
子
伝
図
｜
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
101
、
平
成
29
年
３
月
）
に
お
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
呉
氏
蔵
臨
深
石
床
に
関
し
て
は
ま
た
、
機
会
を
改
め
て
紹
介
し
た
い
。
図
二
十
五
は
、
華
厦
石
刻
博
物
館
提
供
の
写
真
に
拠
る
（
立
松
洋
行
氏
撮
影
）。
図
二
十
六
は
、
注
前
掲
書
図
版
一
〇
〇
之
二
局
部
に
拠
る
。
付
表
一
董
黯
図
場
面
一
覧
①
黯
の
家
⑴
右
、
⑵
左
、（
⑶
）、
⑼
左
②
奇
の
家
⑴
左
、
⑵
中
、
⑼
中
③
黯
母
通
行
⑺
右
④
両
母
対
話
Ａ
⑤
黯
母
帰
る
⑺
中
⑥
黯
母
暴
行
⑺
左
、
下
、
Ｂ
⑦
黯
の
遠
行
⑻
１
右
⑧
田
中
の
黯
⑺
左
、
上
（
左
）
⑨
黯
の
馳
奔
⑺
左
、
上
（
右
）
黯
の
帰
宅
Ｃ
三
牲
強
要
⑵
中
）、
⑷
、
⑸
、
⑹
、
⑻
２
中
黯
の
墓
参
⑵
右
、
⑻
１
中
、
⑼
右
、
Ｄ
＊
三
牲
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付図一 呉氏蔵臨深石床の内容
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